
 記載例 

様式第１号（第５条、第８条関係） 

 

令和６年度こどもエコクラブ活動事業報告書 

 

 

１ エコクラブの名称 ○○エコクラブ 

２ 活動（予定）内容 

 

 

時 期  内   容 

７月中旬 

 

 

８月上旬 

１０月中旬 

 

 

１１月下旬 

博物館見学 

 展示物見学。 

 体験イベントブースでいろいろな教室に参加。 

川辺の自然観察 

エコ工作コンテストに出品。 

 廃材利用による工作を行うことで、身近なごみ問題やリ

サイクルに対する関心、理解を深める。 

エコクッキング 

 調理を通じてエコ活動への関心を深める。 

３ 活動に要する経費 

 の総額 
３７，３００円 

４ 県内事業者への発

注が困難である理由 
（止むを得ない事情で県内事

業者への発注が困難である

とあらかじめ分かっている

場合に記載） 

 

川辺の自然観察の際講師を呼んだ。講師は県内で探したがなか

なか見つからず、県外の方に来ていただくこととなった。 

 

５ 他の補助金等の活

用の有無 

 

有  ・  ○無  

※他の補助金等の活用の有無について、「有」、「無」のいずれかに○をしてくだ

さい。 

※「有」の場合は、下記に記載してください。 

 

活用する補助金等の名称  

事業内容  

当該補助金等に係

る問い合わせ先 
部署名・団体名： 

連絡先電話番号： 

６ その他参考事項 

 
メンバー数                   ３０人  

 
サポーター数                  １１人  

 
合 計                     ４１人  

 
添付書類 
①こどもエコクラブ全国事務局に登録した人数が確認できる書類 
 （登録用紙、あるいは変更届の写し） 
②メンバー及びサポーターの年齢と氏名が記載された名簿 
③活動状況（実績）がわかる成果報告書（活動報告書提出時） 

７ 消費税の取り扱い 
一般課税事業者・簡易課税事業者・免税事業者 
 

※消費税の取り扱いについて、該当するものに○をしてください。 

８ 連絡先 

サポーター名    環境 清子               

 

電話番号      0857-30-8082              

注 １ この様式は、間接補助事業を実施するこどもエコクラブごとに作成すること。 

  ２ ③の成果報告書は別紙報告書によること。 

エコクラブの活動として、販売等の

利益を得る活動をしていない場合、

「免税事業者」で問題ありません。 

課税対象事業を行っている団体は、

別途提出していただく資料をお渡

ししますので、市担当者までご連絡

ください。 

提出資料などについて、市とや

りとりができるご担当の方の

お名前とご連絡先をお願いし

ます。（団体代表者と同じでな

くても可） 

各色マーカーの部分は同じ金額（人数）に 

なります。ご提出前に再度ご確認ください。 


